
日時：2016年 6月 15.16日の 2日間（水・木）  

      1日目 受付 9:00～ 研修 9：30~17：30    2日目 受付 9:00～ 研修 9：30~16：30頃 

 会場： 佐賀県鳥栖市 サンメッセ鳥栖第大会議室 2  住所：佐賀県鳥栖市本鳥栖町１８１９ 

 講師：中村 祐司氏  研修テーマ：タッチウェイト調整に関する実践体験と事例研究 

 参加料：両日参加：3,000円 ／ いずれか一日の参加：2,000円（お弁当とお茶を用意いたします）  

 参加資格：ピアノ調律師協会会員のみ   定員：約 50名 

 2016年 3月吉日 

一般社団法人日本ピアノ調律師協会 

九州支部会員各位 

第２回タッチウェイト研修会実行委員会 

 【九州支部全体研修】  

中村祐司氏による第 2回タッチウェイト研修会のお知らせ 
 平素は九州支部の活動にご協力を賜り、誠にありがとうございます。 春の訪れを感じるこの頃、皆様におかれま

してはいかがお過ごしでしょうか。 

 第 1回タッチウェイト研修会（2015年 4月末に開催）が大好評につき、この度 第 2回のタッチウェイト研修会

を開催する運びとなりました。 講師にニュージーランドから中村祐司氏（プロフィールは別紙参照）をお迎えし、

GPを使用してのタッチウェイト調整（詳しくは別紙参照）をテーマにご指導いただきます。 

初めてご参加いただく方にもわかりやすいように導入編やおさらいを交え、もちろん 2 回目の方にはより深く学ん

でいただけるように、進化した講義と実技を盛り込んでおりますので、絶対に見逃せない研修会です。 昨年、全

国的に話題となったタッチウェイトの世界を、さらに広く深く皆様にご体験頂ければ幸いに存じます。また九州支

部内や他支部にも広くお誘いあわせの上、多数のご参加をお待ちしております。 

記 

※会場の駐車場には限りがございますので、乗り合わせや公共交通機関での来場にご協力をお願い申し上げます 

※2日目終了後、会場近くで懇親会を予定しております 

（会費は 4000円ほどの予定です。詳細は研修会 2日目に案内いたします） 

なお、遠方から２日間ともご参加いただく方には、ホテルのご宿泊をお勧めいたします。 

会場近隣の主要なビジネスホテルと問い合わせは以下のとおりです 

・ グリーンリッチホテル鳥栖駅前 佐賀県鳥栖市京町７２６  電話：0942-87-1010 

・ ホテルルートイン鳥栖駅前 佐賀県鳥栖市京町森園 724−1 電話:0942-87-1050 

・ サンホテルトス     佐賀県鳥栖市京町７８１−１   電話:0942-87-3939 

・ プラザホテル鳥栖    佐賀県鳥栖市本鳥栖町６１５−７  電話:0942-84-5050 

ご参加申し込み・ご質問 お問い合わせは下記連絡先 又は所属地区の地区長までお問い合わせ下さい。 

※運営上正確な参加者を把握するために、欠席される方もご連絡くださいますようご協力をお願いいたします。 

実行委員  古川 航  TEL：090-7533-2462  E-MAIL： dabadaba12@yahoo.co.jp 

又は所属の各地区長へご連絡ください 

 

mailto:dabadaba12@yahoo.co.jp


タッチウエイトとは 
「タッチを軽くして欲しい」、「弾いた感じをもっと重くして欲しい」、などと頼まれることはピアノ技術者
であればさほど珍しいことではないでしょう。では、そういう場合に何をすれば良いのでしょうか。ダウンウ
エイトとアップウエイトをチェックして鍵盤鉛で調整しますか？アクションセンターをチェックしたり整調
を見直していますか？  その原因は多岐に渡り、解決法もそれぞれ異なります。この研修会では整調も悪くな
く、スティックもないのにタッチの重さに問題があるという場合の解決法について説明します。タッチウエイ
トの２つの構成要素、バランスウエイトと慣性による抵抗感の原理を理解し、それらを意識的にコントロール
するのが目標となります。 

第２回タッチウエイト研修会 実施予定の内容とスケジュール 

1 日目（15 日）： 

・タッチウエイト調整の概要  
・ダウンウエイトとアップウエイト  
・フリクション  
・スタンウッドの平衡等式と関連するてこ比率   
・スタンウッドの平衡等式計測（グループごとに実技） 

・タッチウエイト調整の３種類の可能性  
・鍵盤鉛調整（実習）  
・ハンマーストライクウエイト調整（実習） 

・鍵盤支点の移動（実習）  
・鍵盤・ウイペン接点の移動（実習） 

・事例研究 部品交換なしでタッチウエイトを変更する  
・スマートチャートの作成と目標値の設定（講義と実習） 

・３要素関連表の使い方（講義と実習）   
・アクションの２つの重さ、平衡重さと慣性重さ（講義と実習） 
 
２日目（16 日）： 

・１日目にやったことの復習 

・題材ピアノのハンマーストライクウエイト測定とスマートチャート作り（実習）   
・サンプル鍵で平衡等式・慣性モーメントデータ採集（実習） 

・データ解析でタッチ変更の可能性を考察   
・サンプル鍵盤のタッチ変更実験と分析（実習） 

・ハンマーストライクウエイト調整、削り作業と鉛詰め作業（実習）   
・パンチングカット実技（実習） 

・ウイペンヒール厚紙挿入実技（実習）   
・鍵盤鉛調整、測定と加工（講義と実習） 
 
＊上記予定は詳細のところで予告なく変更することがあります。あらかじめご了承ください。 
＊質問や要望等事前にありましたら古川までご連絡ください。中村氏に連絡し研修内で答えていただくようにお願
いすることができます。 

中村祐司氏（なかむら・ゆうじ）プロフィール 

ヤマハピアノテクニカルアカデミー第３期卒業。ヤマハ株式会社に入社後約９年で退社。 
北海道道立旭川高等技術専門学院木工科にて木工技術を１年間学ぶ。卒業後、北海道芸術専門学校調律科に講師と
して勤務。１９９９年ニュージーランドに移住し、ジェンキンピアノサービスに勤務。現在に至る。 



オーストラレージアピアノ調律師・技術者協会（ＡＰＴＴＡ）ニュージーランド支部、ＡＲＰＴ会員。入会試験検
定委員。現ニュージーランド支部副支部長。 
ニュージーランドピアノ調律師協会の研修会やＡＰＴＴＡ主催のコンベンションで定期的に講義を担当する。アメ
リカ協会の会報「ピアノ・テクニシャンズ・ギルド・ジャーナル」にグランドピアノとアップライトピアノのタッ
チウエイトに関する論文が掲載された。 ２０１５年４～５月に東京・福岡・広島・山梨（２回）でタッチウエイ
トマネジメントの研修会を開催。２０１６年４月「タッチウエイトマネジメントの方法」を発行予定。同年５月か
ら６月には日本各地にて研修会を開催予定。 


